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「キャッサバ」栽培はじめます 
 

 

日本有数のアマゾン展示に取り組むなかがわ水遊園内では、アマゾンで主食として親しまれている農作物キャ

ッサバの栽培を始めます。 

地元那須烏山市において貴重な南国フルーツを生産・販売している果樹農園トロピカル・プラネットの協力の

もと、園内の畑にキャッサバを定植します。秋に迎える収穫時期には本園の企画として、お客様による収穫体験、

味わい工房での加工体験を行う講座を計画しています。 

            

１ 概要 

   園内の畑（450m2）にてキャッサバ 10本の栽培開始 

 

２ 経緯 

令和元（2019）年10月 トロピカル・プラネットのキャッサバオーナー制度に申込み 

            キャッサバ2本のオーナーとなる 

令和２（2020）年 7月 トロピカル・プラネットの栽培状況を確認しつつ、10月にオーナーとなった 

キャッサバを収穫（15kg） 

なかがわ水遊園にてキャッサバの試食、調理方法の検討 

令和３（2021）年 5月 園内で栽培するためトロピカル・プラネットからキャッサバ苗 10本を購入 

 

3 今後の展開 

令和３（2021）年 5月 17日 トロピカル・プラネットの指導の下、園内にキャッサバ定植 

令和３（2021）年10月    キャッサバの収穫・料理体験（予定） 

 

   キャッサバ（学名：Manihot esculenta） 

・昨今ブームとなった「タピオカ」の原料ともなる。 

・キントラノオ目トウダイグサ科イモノキ属の熱帯低木（0.5～2ｍ）、和名はイモノキ（芋の木）。 

・原産地は、メキシコ、グアテマラ、ブラジル。 

・サツマイモの先が細長くなったような形の根茎部分を食用とする。 

    ・南米ブラジルやアフリカのナイジェリアの他、インドネシアをはじめとする東南アジア諸国など、 

世界中の熱帯地域で栽培されている。ブラジルやアフリカでは主食とする地域もある。 

   

 

 

４ お問合せ  

広報担当：前田・大橋 maeda@tnap.jp  施設担当：高橋 

〒324-0404 栃木県大田原市佐良土 2686栃木県なかがわ水遊園 

Tel.0287-98-3055(夜間＆休園日 0287-98-3060) Fax0287-98-3115 

https://tnap.jp 

キャッサバ（学名：Manihot esculenta） 


